
「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業展開および

評価方法について
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研究科目 2

•精選 工業情報数理



授業方法について 3

１．工夫

２．課題

３．まとめ



１．manaba

２．MetaMoji

３．プロジェクター

１．工夫（IＣＴ活用） 4



１．manaba 5

活用例

►復習問題 宿題



１．manaba 6

利点

►学習理解度の確認

►時間短縮



２．MetaMoji 7

活用例

►授業ノート 宿題



２．MetaMoji 8

利点

►個々の学習状況をリアルタイムで把握



３．プロジェクター 9

活用例

►BASICプログラムの実演 etc



１．工夫（グループワーク） 10

ポイント

►単元毎に１回以上

►グループ内で役割を設定



授業方法について

１．工夫

２．課題

３．まとめ
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２．課題

ICT活用

►タブレットの準備不足

►時間がかかる（初期）
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グループワーク

►時間がかかる

►個々の理解度を把握できない



授業方法について

１．工夫

２．課題

３．まとめ
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３．まとめ 14

ICT活用

○時間短縮

○理解度確認

△授業時間

グループワーク

○主体的な学習

△理解度確認

✕授業時間

今後について

・時間を短縮した分▶主体的学習に

・理解度確認する場面 ▶ ICT活用



１．評価の方法

２．評価から評定

３．課題及び考察

評価および評定について 15



１．評価の方法

３観点の割合について

►知識・技術 ３５％

►思考・判断・表現 ３０％

►主体的に学習に取り組む態度 ３５％
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１．評価の方法

評価方法

►知識・技術

・定期考査、課題考査

►思考・判断・表現

・定期考査

►主体的に学習に取り組む態度

・小テスト，提出物，授業態度
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評価および評定について 18

１．評価の方法

２．評価から評定

３．課題及び考察



２．評価から評定

観点別評価方法

※A：70％以上 B：20～69％ C：20％未満
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２．評価から評定 20

評価から評定（３観点の合計から）

５：９０％以上

４：７０～８９％

３：５０～６９％

２：５０％未満

１：テスト未受験・定期考査にて

再試験対象となった場合



評価および評定について 21

１．評価の方法

２．評価から評定

３．課題及び考察



３．課題および考察 22

課題

►授業毎の評価ができていない

（２観点について）

今後

►協議時間の確保

►人によって偏らない授業評価


